
養殖クルマエビ鰓黒病病原Fusarium菌

の同定と交配型の検討（予報）

斎藤英毅

　　　　　　　　　　　　　　　　信州大学繊維学部附属農場

　　肱・・伽齢腰禰物病原菌の一つとして知られているが鞭に対しても鯨性をもつ
もの・・報告・れて・・る・・96・年H・…蕩・・イからF．　・ulm・rumを、、972年、，。、a・ら、、養

殖クル　ビの螺繭としてBG－17usariumを記載したのをはじめとし、　J・h。、。A）（、974）、

・・gh…P～・975）、…h・nerら6？・975）…よ・F・・a，・。m　、，。起因するP，n。，、d類のエV，　1。b、terの

疾病が見つけられて・・…978年火冊織・鯉思黒病に瀦・た魏・ルマ＝ビの鯛から分離（、975）

されたFu・ari・・mの2離をEs・laniと同定した．筆都・985年蹴島県水産鍛場塩瀧

夫民より送られた養殖クルマエビ鯉黒病々原菌6菌系について同定および交配試験を行ったのでそ

の概要を述べる。

材　　料　　お　　よ　び　　方　　法

　単胞子分離・同定

　送られて来た6菌系よりそれぞれ分生胞子懸濁液を調整した。その分生胞子懸濁液を1mlつつ9

emペトリ皿中の2％water　agar上に分注し全面に広げた。25～2ぽC、約8時間培養後、解剖顕微鏡

を用いて単胞子分離を行った。分離した菌株をPSA培地に植付け、培養後光学顕微鏡を用いて同定

した．同定はS。yd，，－H。。、enの分類体藻従。た。

　交配型の検討

　系統保存Fzasarium菌株との交配

　表1に示した系統保存．Fusariblm　11菌株をPSA培地に植付け、24～25℃、明状態で20日間培

養したもの綬容体とした・別に・魏クルマエ囎黒病騰の舗系より分離て得られ嫡株

から菌系当り2菌株を選び、PSA培：地で24～25℃、明状態で14日間培養した。この菌株より分生

胞子の懸濁液を調整し、供与体とした。供与体を20日間培養した受容体上に分注し、培養面全体に

広げた・20～2ユ℃・明状態で30～45日間培養した後、調査を行。た．魏クルマエビ魚縢病原菌

を受容体、系統保存菌株を供与体とした場合についても同様の交配を行った。

養殖ク・レマエビ鯉黒病分離菌株間の相互交配

養殖クルマエビ鯛黒病原菌6菌系より単胞子分離して得られた12菌株間で上記と同様の交配を行

った。
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ge　1　　交配実験に使用した系統保存菌株

Fusariu〃z　solani　f．　sp．〃zori　　　　SUF　232
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUF　235
F，solani　f．　sp．　cucztrbitae　race　l　SUF　393
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUF　394
F．solani　f．　sp。　ba　ta　tas　　　　　　　SUF　903
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUF　904
F，solani　f．　sp．　robiniae　　　　　　SUF　IV－7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUF　IV－15
F…1翻f・・p・x・励…！ガ　§9罫菱￥：13
F．solani　f．　sp．　eumar〃ガ　　　　　　SUF　910

結　　果　　と　　考　　察

　単胞子分離した養殖クルマエビ鯛黒病原菌株を光学顕微鏡で観察した結果、各菌株ともすべて大

型分生胞子と小型分生胞子の形成がみられた。小型分生胞子は隔膜のある長く分枝した分生子柄上

に擬頭状に形成されていた。このことから分離菌株はすべてFusariecm　solaniと同定された。

　さらに、　図1に示すように、　大型分生胞子の隔膜数は3～7隔膜であり、5隔膜が優性である

ことから、F・solaniのαタイプと考えられた。

　　長　　さ　（μm）

T0　　　　　70　　　　　　90

　　巾　　（μm）

T．0　　　　　　　6．0

隔膜数（○印
ﾍ優性隔膜数を示す）
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図1　クルマエビ鯛黒病々原Fusarium菌の大型分生胞子の大きさと隔膜数

　　　図中の長さと巾は優性である5隔膜の大型分生胞子について測定した結果を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－32一



　植物に病原性のあるFusarium菌の分化型は宿主植物への接種試験により決定される。しかし

F．solaniの場合には各分化型がそれぞれ独自の交配群を形成しており、他の分化型またはレ

ースとの間では交配しない。したがって接種試験によらなくても、交配試験によつて分化型を決定

す・・とが出来る73そのためF．　s・1・niα。イブの系統保存菌株、の交配試験によ，、養殖ク

ルマエビから分離した鯛黒病原菌株と既知の分化型との関係を検討した。その結果は図2に示すよ

うに、系統保存菌株を受容体、養殖クルマエビ鯉黒病原菌株を供与体とした場合、またはその逆の

場合のいずれにおいても交配は認められなかった。また図3に示すように、養殖クルマエビ鯉黒病

から分離した菌株間の相互交配においても同様の結果であった。これは、植物病原菌株とは交配し

ない新しい交配群に属するためなのか、または養殖クルマエビからの分離株が海洋性のものである

ため、交配に使用したPSA培地では不適当であったためかはさらに検討が必要である。
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図2クルv＝ビ鯉黒病々原Fusarittm菌と系統保存菌株との交配図3分離したクルマエビ鯉黒病々原Fusarittm菌株間の相互交配

　一：子のう殻形成せず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：子のう殻形成せず

　　また、植物に病原性のあるF．solaniはヘテPタリックであることも知られているが、養殖ク

　ルマ＝ビ鯛黒病原菌株がホモタリックかヘテロタリックかについてもなお引続き検討中である。

摘　　　　　　　　要

養殖クルマエビ鯛黒病原菌の同定と交配型について検討した。

1）　養殖クルマエビ鯉黒病原菌はFblsarium　solaniαタイプと同定された。

2）　植物に病原性のある系統保存　Fusarium　solamαタイプの各分化型との交配試験を

　行ったが、交配は認められなかった。

3）　養殖クルマ＝ビ鯉黒病分離菌株間での相互交配によっても交配は認められなかった。
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